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図1　両群における全生存率，疾患特異的非再発率，生化学的非再発率
であり，有害事象の発生も少なかった。B群にお
いてadjuvant内分泌療法を行わなかったにも関
わらず良好な成績を得られた理由としては，T
stage（T3）以外のリスク因子が少なかったこと
が考えられた。T3以外のリスク因子を有しない
症例では，adjuvant内分泌療法の併用がなくて
も高い非再発率が得られる可能性が示唆された。
また，A群のように高リスク因子を複数有する
症例でも，adjuvant内分泌療法を併用すること
で良好な非再燃率を得ることが可能であると考え
られた。
　局所進行前立腺癌患者に対するEBRT＋HDR
療法の治療成績を報告した。EBRT＋HDR療法
は局所進行前立腺癌の有効な治療手段と成り得る
と考えられた。さらに高リスク因子の多い症例で
は内分泌療法を併用することで良好な成績が得ら
れる可能性が示唆された。
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